
「
面
接
で
は
素
朴
な
方
に
魅
か

れ
る
。
事
前
に
店
舗
を
見
学
し
弊

社
の
ブ
ラ
ン
ド
を
理
解
し
た
う
え

で
面
接
に
臨
ま
れ
る
方
は
、
私
の

目
を
見
て
し
っ
か
り
と
話
さ
れ
る
。

そ
ん
な
方
は
入
社
半
年
で
、
本
当

に
成
長
す
る
」
。

婦
人
向
け
の
ド
イ
ツ
製
高
級
織

物
「
フ
ェ
イ
ラ
ー
」
と
、
イ
タ
リ

ア
の
シ
ャ
ツ
・
ブ
ラ
ウ
ス
「
ナ
ラ

カ
ミ
ー
チ
ェ
」
。
二
つ
の
ブ
ラ
ン

ド
を
展
開
す
る
住
商
ブ
ラ
ン
ド
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
総
務
人
事
部
担
当

者
は
こ
う
語
る
。

同
社
は
女
性
社
員
の
比
率
が
高

く
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

転
機
は
５
年
前
。
女
性
販
売
員

の
離
職
が
続
き
、
ブ
ラ
ン
ド
へ
の

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
懸
念
さ
れ

た
。
「
離
職
の
理
由
は
何
か
。
何

と
か
手
を
打
た
ね
ば
」
。
そ
ん
な

中
、
取
り
組
ん
だ
の
は
徹
底
し
た

面
談
だ
っ
た
。
「
企
業
は
人
。
特

に
新
入
社
員
は
上
司
や
同
僚
と
の

人
間
関
係
に
悩
ん
で
い
な
い
か
、

入
社
半
年
後
、
全
員
と
懇
談
す
る
。

体
調
を
崩
し
て
い
な
い
か
、
会
社

の
方
針
を
理
解
し
て
い
る
か
、
同

期
と
は
何
で
も
話
し
、
刺
激
し
合

え
る
関
係
か
―
を
丁
寧
に
聞
き
取

り
ケ
ア
を
す
る
。
こ
の
時
期
を
乗

り
越
え
る
と
仕
事
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
な
り
２
、
３

年
後
に
は
非
常
に
力
が
つ
く
」
と

総
務
人
事
担
当
者
は
強
調
す
る
。

労
働
条
件
面
で
も
改
善
を
急
い

だ
。
今
年
７
月
に
は
２
つ
の
ブ
ラ

ン
ド
で
働
く
社
員
の
労
働
条
件
を

均
一
化
。
契
約
社
員
70
人
は
正
社

員
に
登
用
さ
れ
た
。
「
安
心
し
て

仕
事
に
集
中
で
き
る
こ
と
で
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、

業
績
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
」
。

扱
う
商
品
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢

者
向
け
と
幅
が
広
い
。
各
店
舗
で

は
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
40

―
50
歳
代
の
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ

が
活
躍
し
て
い
る
、
と
い
う
。

（
記
事
、
２
面
に
続
く
）

学ハロ大阪新聞 2014年12月19日 第14号（1）

発行所
厚生労働省 大阪労働局
大阪新卒応援ハローワーク
〒530-0017
大阪市北区角田町8-47

阪急グランドビル18階
TEL ０6-7709-9455
FAX 06-7709-9458
http://osaka-young.
jsite. mhlw.go.jp

第14号

２０１４年１２月１９日

大阪新卒応援ﾊﾛｰﾜｰｸ

3

4

ＨＷ３施設ﾞ

面接会に623人

院修了・無職から

念願の英文記者に

女性の積極登用、企業成長の鍵

女
性
を
積
極
的
に
採
用
、
登
用
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。
気
配
り
や
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
商
品
開
発
や
接
客
に
生
か
す
狙
い
だ
が
、
重
要
な
の
が
女
性
を
支
え
る

優
し
い
職
場
環
境
だ
ろ
う
。
「
育
児
休
暇
は
取
得
し
や
す
い
か
」
「
出
産
後
も
安
心

し
て
働
け
る
社
風
か
」
―
。
就
職
活
動
中
の
若
者
が
企
業
選
び
で
重
視
す
る
点
だ
。

労
働
条
件
の
向
上
は
人
材
確
保
の
鍵
と
い
え
、
企
業
側
の
ま
な
ざ
し
も
真
剣
そ
の
も

の
。
本
紙
で
は
、
男
性
中
心
と
い
わ
れ
る
組
織
で
活
躍
す
る
女
性
や
、
女
性
を
積
極

登
用
し
た
り
、
「
く
る
み
ん
」
を
取
得
し
た
企
業
の
動
き
を
２
回
に
渡
り
紹
介
す
る
。

厚生労働省はこのほど、次世代育成支援対策

推進法（次世代法）の改正に伴い、新しい「く

るみんマーク」＝写真上＝と「プラチナくるみ

んマーク」＝写真下＝を作成した。「くるみん」

は企業が従業員の仕事と子育ての両立への行動

計画を実施した結果、一定の要件を満たし厚生

労働大臣の認定を受けた場合、商品などに表示

できるマーク。「新くるみん」は、認定を複数

回受けている企業を評価し、取得回数が一目

で分かるよう回数に応じて星が増えていくデ

ザインにした。「プラチナくるみん」は、く

るみん取得企業のうち、さらに両立支援が進

んでいる企業が一定基準を満たし特例認定を

受けた場合に表示できるマーク。マントと王

冠を付け、取得企業よりも両立支援の取り組

みが進んでいることを表現した。

「
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
」
よ
ろ
し
く
ね

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
12
月
１
日
、

拡
大
レ
ギ
ュ
ラ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
ブ
ー
ス
（
Ｒ
Ｍ

Ｂ
）
説
明
会
・
面
接
会
が
あ
り
、
大
学
生
ら
１

４
７
人
が
参
加
。
女
性
を
積
極
的
に
採
用
し
て

い
る
企
業
15
社
と
の
面
談
に
臨
ん
だ
＝
写
真
。

拡大ＲＭＢに就活生147人

気
配
り
、
サ
ー
ビ
ス
細
や
か
に

「
面
接
で
は
素
朴
な
方
に
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か

れ
る
。
事
前
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る
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面
談
に
臨
ん
だ
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拡大ＲＭＢに就活生147人

気
配
り
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サ
ー
ビ
ス
細
や
か
に



研
修
制
度
も
充
実
さ
せ
た
。
秋

冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
の
共

有
や
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
の
統
一

な
ど
、
店
長
だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
参
加
し
て
共
通
認
識
を

持
ち
、
知
識
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
向

上
に
繋
げ
た
。

育
児
休
業
休
暇
制
度
は
現
在
、

６
人
が
取
得
。
職
場
復
帰
後
の
時

短
制
度
は
３
人
が
利
用
し
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
を
図
っ
て
い
る
。

特
に
育
休
復
帰
後
の
時
短
勤
務
は

ス
タ
ッ
フ
と
の
協
力
が
不
可
欠
。

そ
こ
で
、
２
年
前
に
導
入
し
た
の

が
育
児
休
業
復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
。
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
復
帰
１
ヵ
月
前

か
ら
社
員
と
店
長
、
営
業
担
当
、

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
４
人
態
勢

で
復
帰
後
の
環
境
を
整
え
て
い
る
。

「
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て

い
る
両
ブ
ラ
ン
ド
に
は
女
性
の
き

め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必

要
だ
。
新
卒
採
用
を
増
や
す
こ
と

で
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
い
職
場
、
長
く
働

け
る
職
場
を
目
指
す
」
。

「
栄
養
士
の
資
格
を
生
か
し
て

自
衛
隊
員
の
食
事
が
作
れ
た
ら
、

と
い
う
軽
い
気
持
ち
だ
っ
た
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
入
隊
し
た
ら
、
10

㌔
の
行
軍
や
武
器
の
分
解
、
戦
闘

訓
練
と
…
。
ま
さ
か
自
分
が
今
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
な
ん
て
、

想
像
し
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
」
。

防
衛
省
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本

部
総
務
班
庶
務
係
の
28
歳
２
等
陸

曹
は
笑
顔
で
入
隊
当
時
を
振
り
返

る
＝
写
真
。

兵
庫
県
内
の
女
子
短
期
大
学
を

卒
業
し
、
平
成
18
年
３
月
に
入
隊

し
た
。
庶
務
係
で
は
、
本
部
長
の

い
わ
ば
秘
書
官
役
を
務
め
る
。

「
本
部
長
が
業
務
を
円
滑
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
い
か
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
か
。
ま
さ
に
事
務
の
仕
事
。

気
配
り
が
足
り
ず
、
あ
あ
す
れ
ば

よ
か
っ
た
と
振
り
返
る
毎
日
で
す
」
。

将
官
が
本
部
長
を
務
め
る
地
方

協
力
本
部
は
東
京
、
大
阪
、
沖
縄

の
３
ヵ
所
に
し
か
な
い
要
職
。
２

人
の
男
性
上
司
に
指
示
を
仰
ぐ
も
、

素
早
い
判
断
力
と
行
動
力
が
求
め

ら
れ
る
。

普
段
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
「
元
気
、
責
任
感
、
思
い
や

り
。
こ
の
人
の
た
め
に
仕
事
を
や

り
遂
げ
る
と
思
え
る
か
が
大
事
」

と
話
す
。

専
門
職
種
は
通
信
科
。
部
隊
間

の
通
信
網
を
構
築
す
る
仕
事
だ
。

基
地
と
野
外
を
有
線
な
ど
で
結
び

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
。

「
有
事
の
際
は
、
い
か
に
指
揮

命
令
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
か
が

鍵
。
電
話
を
す
ぐ
に
掛
け
ら
れ
る

よ
う
機
器
の
設
定
を
行
う
な
ど
、

通
信
係
は
重
要
な
後
方
支
援
を
担
っ

て
い
る
」
と
強
調
す
る
。

自
身
も
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
で
は
、
伊
丹
駐
屯
地
と
、

東
北
の
被
災
地
で
救
援
活
動
を
行

う
自
衛
隊
の
部
隊
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
構
築
に
努
め
た
。

仕
事
の
原
点
は
入
隊
直
後
の
厳

し
い
訓
練
で
培
わ
れ
た
。
計
６
ヵ

月
間
、
男
女
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
自
衛
隊
員
の
基
礎
を
徹
底
的
に

叩
き
込
ま
れ
る
。
例
え
ば
行
軍
。

1
人
20
㌔
の
装
備
を
抱
え
1
日
10

㌔
を
歩
い
た
。

「
私
は
運
動
部
の
経
験
は
全
く

な
し
。
中
学
高
校
は
筝
曲
部
。
ア

ル
バ
イ
ト
は
ホ
ー
ル
係
だ
し
、
腕

立
て
伏
せ
す
ら
で
き
な
い
レ
ベ
ル

だ
っ
た
」
。
靴
擦
れ
や
足
腰
を
痛

め
た
り
、
本
当
に
辛
か
っ
た
と
い

う
。「

こ
ん
な
し
ん
ど
い
こ
と
、
も

う
辞
め
た
い
わ
」
。

そ
ん
な
厳
し
い
訓
練
で
壁
に
ぶ

つ
か
っ
た
時
、
励
ま
し
て
く
れ
た

の
が
部
隊
の
班
長
や
同
期
生
だ
っ

た
。「

た
と
え
今
、
（
自
衛
隊
を
）

辞
め
て
も
、
今
の
ま
ま
じ
ゃ
、
何

事
も
決
し
て
う
ま
く
い
か
な
い
ぞ
」

「
人
は
『
や
ろ
う
ぜ
』
と
い
う
人

に
つ
い
て
い
く
。
し
ん
ど
い
時
こ

そ
楽
し
ん
で
や
る
」
「
自
分
が
頑

張
ら
な
い
と
、
だ
れ
が
人
を
助
け

る
ん
や
」
―
。

「
あ
の
時
の
経
験
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
辞
め
ず
に
続
け
よ
う
、
続

け
ら
れ
る
と
思
え
た
」
。
心
が
折

れ
そ
う
な
時
、
周
り
か
ら
も
ら
っ

た
言
葉
が
今
の
自
分
を
支
え
て
い

る
、
と
振
り
返
る
。

「
厳
し
い
中
に
も
、
決
し
て
人
を

見
放
さ
な
い
組
織
。
体
力
の
な
い

私
の
よ
う
な
普
通
の
人
が
、
隊
員

に
な
り
仕
事
を
し
て
い
る
。
見
守

り
励
ま
し
て
く
れ
る
の
が
自
衛
隊

な
ん
で
す
」
。

模
擬
！
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｄ
）
の
基
礎
編
が
１

月
16
日
、
実
践
編
が
30
日
い
ず
れ

も
午
前
10
時
半
か
ら
、
大
阪
新
卒

応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
開
か
れ
る
。

Ｇ
Ｄ
は
メ
ガ
バ
ン
ク
や
メ
ー
カ
ー

な
ど
大
手
企
業
が
毎
年
、
採
用
試

験
で
導
入
し
て
お
り
、
就
活
生
か

ら
「
ど
の
よ
う
な
準
備
を
す
れ
ば

い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
の
声
も

聞
く
。
講
座
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
他
人
の
意
見

を
聞
く
大
切
さ
を
座
学
と
実
践
で

体
験
す
る
。
参
加
者
は
座
学
で
ポ

イ
ン
ト
を
学
ん
だ
後
、
実
践
演
習

に
。
「
あ
な
た
に
と
っ
て
働
く
と

は
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
展

開
。
最
後
に
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を

集
約
し
発
表
す
る
。
講
師
は
議
論

の
視
点
や
話
を
聞
く
態
度
な
ど
を

講
評
す
る
。
予
約
は
電
話
０
６

（
７
７
０
９
）
９
４
５
５
へ
。
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「
私
の
よ
う
な
普
通
の
人
が
隊
員
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
」

栄養士志望が自衛官に
有事は通信で後方支援
「見守ってくれる組織」

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

１
月
か
ら
基
礎

実
践
編
始
ま
る

研
修
制
度
も
充
実
さ
せ
た
。
秋

冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
の
共

有
や
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
の
統
一

な
ど
、
店
長
だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
参
加
し
て
共
通
認
識
を

持
ち
、
知
識
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
向

上
に
繋
げ
た
。

育
児
休
業
休
暇
制
度
は
現
在
、

６
人
が
取
得
。
職
場
復
帰
後
の
時

短
制
度
は
３
人
が
利
用
し
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
を
図
っ
て
い
る
。

特
に
育
休
復
帰
後
の
時
短
勤
務
は

ス
タ
ッ
フ
と
の
協
力
が
不
可
欠
。

そ
こ
で
、
２
年
前
に
導
入
し
た
の

が
育
児
休
業
復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
。
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
復
帰
１
ヵ
月
前

か
ら
社
員
と
店
長
、
営
業
担
当
、

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
４
人
態
勢

で
復
帰
後
の
環
境
を
整
え
て
い
る
。

「
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て

い
る
両
ブ
ラ
ン
ド
に
は
女
性
の
き

め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必

要
だ
。
新
卒
採
用
を
増
や
す
こ
と

で
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
い
職
場
、
長
く
働

け
る
職
場
を
目
指
す
」
。

「
栄
養
士
の
資
格
を
生
か
し
て

自
衛
隊
員
の
食
事
が
作
れ
た
ら
、

と
い
う
軽
い
気
持
ち
だ
っ
た
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
入
隊
し
た
ら
、
10

㌔
の
行
軍
や
武
器
の
分
解
、
戦
闘

訓
練
と
…
。
ま
さ
か
自
分
が
今
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
な
ん
て
、

想
像
し
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
」
。

防
衛
省
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本

部
総
務
班
庶
務
係
の
28
歳
２
等
陸

曹
は
笑
顔
で
入
隊
当
時
を
振
り
返

る
＝
写
真
。

兵
庫
県
内
の
女
子
短
期
大
学
を

卒
業
し
、
平
成
18
年
３
月
に
入
隊

し
た
。
庶
務
係
で
は
、
本
部
長
の

い
わ
ば
秘
書
官
役
を
務
め
る
。

「
本
部
長
が
業
務
を
円
滑
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
い
か
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
か
。
ま
さ
に
事
務
の
仕
事
。

気
配
り
が
足
り
ず
、
あ
あ
す
れ
ば

よ
か
っ
た
と
振
り
返
る
毎
日
で
す
」
。

将
官
が
本
部
長
を
務
め
る
地
方

協
力
本
部
は
東
京
、
大
阪
、
沖
縄

の
３
ヵ
所
に
し
か
な
い
要
職
。
２

人
の
男
性
上
司
に
指
示
を
仰
ぐ
も
、

素
早
い
判
断
力
と
行
動
力
が
求
め

ら
れ
る
。

普
段
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
「
元
気
、
責
任
感
、
思
い
や

り
。
こ
の
人
の
た
め
に
仕
事
を
や

り
遂
げ
る
と
思
え
る
か
が
大
事
」

と
話
す
。

専
門
職
種
は
通
信
科
。
部
隊
間

の
通
信
網
を
構
築
す
る
仕
事
だ
。

基
地
と
野
外
を
有
線
な
ど
で
結
び

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
。

「
有
事
の
際
は
、
い
か
に
指
揮

命
令
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
か
が

鍵
。
電
話
を
す
ぐ
に
掛
け
ら
れ
る

よ
う
機
器
の
設
定
を
行
う
な
ど
、

通
信
係
は
重
要
な
後
方
支
援
を
担
っ

て
い
る
」
と
強
調
す
る
。

自
身
も
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
で
は
、
伊
丹
駐
屯
地
と
、

東
北
の
被
災
地
で
救
援
活
動
を
行

う
自
衛
隊
の
部
隊
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
構
築
に
努
め
た
。

仕
事
の
原
点
は
入
隊
直
後
の
厳

し
い
訓
練
で
培
わ
れ
た
。
計
６
ヵ

月
間
、
男
女
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
自
衛
隊
員
の
基
礎
を
徹
底
的
に

叩
き
込
ま
れ
る
。
例
え
ば
行
軍
。

1
人
20
㌔
の
装
備
を
抱
え
1
日
10

㌔
を
歩
い
た
。

「
私
は
運
動
部
の
経
験
は
全
く

な
し
。
中
学
高
校
は
筝
曲
部
。
ア

ル
バ
イ
ト
は
ホ
ー
ル
係
だ
し
、
腕

立
て
伏
せ
す
ら
で
き
な
い
レ
ベ
ル

だ
っ
た
」
。
靴
擦
れ
や
足
腰
を
痛

め
た
り
、
本
当
に
辛
か
っ
た
と
い

う
。「

こ
ん
な
し
ん
ど
い
こ
と
、
も

う
辞
め
た
い
わ
」
。

そ
ん
な
厳
し
い
訓
練
で
壁
に
ぶ

つ
か
っ
た
時
、
励
ま
し
て
く
れ
た

の
が
部
隊
の
班
長
や
同
期
生
だ
っ

た
。「

た
と
え
今
、
（
自
衛
隊
を
）

辞
め
て
も
、
今
の
ま
ま
じ
ゃ
、
何

事
も
決
し
て
う
ま
く
い
か
な
い
ぞ
」

「
人
は
『
や
ろ
う
ぜ
』
と
い
う
人

に
つ
い
て
い
く
。
し
ん
ど
い
時
こ

そ
楽
し
ん
で
や
る
」
「
自
分
が
頑

張
ら
な
い
と
、
だ
れ
が
人
を
助
け

る
ん
や
」
―
。

「
あ
の
時
の
経
験
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
辞
め
ず
に
続
け
よ
う
、
続

け
ら
れ
る
と
思
え
た
」
。
心
が
折

れ
そ
う
な
時
、
周
り
か
ら
も
ら
っ

た
言
葉
が
今
の
自
分
を
支
え
て
い

る
、
と
振
り
返
る
。

「
厳
し
い
中
に
も
、
決
し
て
人
を

見
放
さ
な
い
組
織
。
体
力
の
な
い

私
の
よ
う
な
普
通
の
人
が
、
隊
員

に
な
り
仕
事
を
し
て
い
る
。
見
守

り
励
ま
し
て
く
れ
る
の
が
自
衛
隊

な
ん
で
す
」
。

模
擬
！
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｄ
）
の
基
礎
編
が
１

月
16
日
、
実
践
編
が
30
日
い
ず
れ

も
午
前
10
時
半
か
ら
、
大
阪
新
卒

応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
開
か
れ
る
。

Ｇ
Ｄ
は
メ
ガ
バ
ン
ク
や
メ
ー
カ
ー

な
ど
大
手
企
業
が
毎
年
、
採
用
試

験
で
導
入
し
て
お
り
、
就
活
生
か

ら
「
ど
の
よ
う
な
準
備
を
す
れ
ば

い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
の
声
も

聞
く
。
講
座
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
他
人
の
意
見

を
聞
く
大
切
さ
を
座
学
と
実
践
で

体
験
す
る
。
参
加
者
は
座
学
で
ポ

イ
ン
ト
を
学
ん
だ
後
、
実
践
演
習

に
。
「
あ
な
た
に
と
っ
て
働
く
と

は
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
展

開
。
最
後
に
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を

集
約
し
発
表
す
る
。
講
師
は
議
論

の
視
点
や
話
を
聞
く
態
度
な
ど
を

講
評
す
る
。
予
約
は
電
話
０
６

（
７
７
０
９
）
９
４
５
５
へ
。
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「
私
の
よ
う
な
普
通
の
人
が
隊
員
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
」

栄養士志望が自衛官に
有事は通信で後方支援
「見守ってくれる組織」

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

１
月
か
ら
基
礎

実
践
編
始
ま
る



12
月
１
日
の
大
阪
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
拡
大
Ｒ
Ｍ
Ｂ
に
は
、

大
勢
の
女
子
学
生
が
訪
れ
た
。
プ
ー

ル
学
院
大
生
は
「
ア
ル
バ
イ
ト
で

人
と
接
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
た
」
と
営
業
職
の
説
明
会
に
。

企
業
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

近
畿
大
生
は
「
職
場
の
雰
囲
気
と

人
間
関
係
を
重
視
し
た
い
」
と
話

し
、
求
人
票
や
参
加
企
業
Ｐ
Ｒ
シ
ー

ト
に
目
を
走
ら
せ
て
い
た
。

11
日
の
大
阪
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
「
わ
か
ハ
ロ
就
職
面
接

会
」
に
は
３
１
６
人
が
参
加
＝
写

真
＝
。
面
接
の
順
番
を
待
つ
フ
ロ

ア
で
は
、
用
意
し
た
イ
ス
で
は
足

り
ず
、
急
き
ょ
４
人
掛
け
の
長
イ

ス
や
職
員
用
の
イ
ス
も
用
意
さ
れ
、

開
始
時
間
を
30
分
早
め
て
始
ま
っ

た
。
面
接
会
で
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー

や
病
院
で
の
事
務
職
な
ど
が
人
気

だ
っ
た
。
中
に
は
面
接
希
望
者
が

60
人
を
超
え
る
企
業
も
あ
っ
た
。

12
日
に
は
「
外
国
人
留
学
生
＆

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の
面
接
会
が

あ
り
、
留
学
生
ら
１
６
0
人
が
参

加
し
た
＝
写
真
上
。
事
業
内
容
に

つ
い
て
熱
心
に
質
問
す
る
姿
や
、

面
接
の
順
番
待
ち
に
長
い
列
も
。

大
阪
新
卒
応
援
Ｈ
Ｗ
な
ど
阪
急

グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
内
３
施
設
で
12
月

に
開
か
れ
た
面
接
会
に
は
計
６
２

３
人
の
就
活
生
が
訪
れ
た
。

■
大
学
生
就
職
内
定
率
、
68
・

４
％

厚
生
労
働
と
文
部
科
学
両

省
に
よ
る
と
、
平
成
27
年
3
月
に

卒
業
す
る
大
学
生
の
就
職
内
定
率

（
平
成
26
年
10
月
１
日
現
在
）
は

68
・
４
％
と
前
年
同
期
比
で
４
・

１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
4
年
連
続
上

昇
し
た
。
男
女
別
で
は
男
子
が
67
・

６
％
、
女
子
が
69
・
４
％
と
男
子

を
上
回
っ
た
。
文
系
は
67
・
３
％
、

理
系
は
73
・
５
％
だ
っ
た
。
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今
号
で
は
、
女
性
の
活
躍
促
進
を
考
え
て
い
る
企

業
や
活
躍
し
て
い
る
方
を
取
材
し
取
り
上
げ
ま
し
た
。

企
業
は
な
ぜ
女
性
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
の
か
や

す
で
に
活
躍
し
て
い
る
女
性
の
姿
を
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
最
近
取
り
上
げ
て

い
な
か
っ
た
「
就
活
・
お
悩
み
相
談
」
コ
ー
ナ
ー
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
就
活
が
長
期
化
し
て
い
る
方
、

企
業
選
定
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
は
必
見
で
す
。

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ミスマッチの回避を 新卒採用をめぐる課題に学生

と応募企業の「ミスマッチ」があります。いわゆる「七

五三現象」という離職率を示した統計です。これは新卒

学生が入社後何年以内に退職するかを割合で示したもの

で「中卒が７割、高卒５割、大卒では３割の新入社員が

３年以内に会社を辞めてしまう」と報告されています。

「社風になじめない」「人間関係に悩んだ」「仕事が

不向きだった」―が主な退職理由ですが、これらのケー

スを見ると、仕事や自己に対する就活生自身の理解不足

が根底にあるように思えてなりません。

特に近年、インターネットによる応募が主流となり、

就活サイトでの大量応募、大量選考は就活の効率化を飛

躍的に高めた、ともいわれています。その一方、企業研

究は中途半端なまま、有名企業に手当り次第応募する学

生の姿も見られます。

大阪新卒応援ハローワークの相談窓口でも周りの学生

に比べ応募件数が少ないことに焦りを感じ、企業研究も

しないまま、知名度などから手当り次第に応募。その結

果、選考に残れない現実に徒労感ばかりが残り、次第に

気力も薄れ「自分は必要とされていないのではないか」

と自信を喪失してしまうケースが見受けられます。

仕事への十分な理解と自己分析なく「数撃てば当たる」

という姿勢では、成功は、おぼつかないでしょう。

就活・お悩み相談

女性の活躍、感じて

自分の適職、企業を探そう では具体的にどう探せ

ばいいのか。そのヒントはＨＷの「求人票」にあります。

みなさんが求人票に記載の労働条件で譲れない点は何です

か。

職種、仕事内容、休日数、残業時間、勤務地、転勤の有

無を見る方は多いでしょう。ライフスタイルと密接に関わ

る大切な要素です。加えて充実感を持ち仕事を続けるうえ

で注目して欲しいキーワードがあります。それが「職場環

境」です。言いかえれば「居心地の良さ」です。ではその

ものさしは何か。「離職率の低さ」「勤続年数の長さ」で

測れる企業価値です。

朝起きて仕事に向かうエネルギーが湧く会社に出会えれ

ば、充実した仕事が見つけられたといえます。仲間が待っ

ている。上司に評価されたい。自分の活躍で会社に貢献し

たいという帰属意識。仕事へ向かうことにワクワクする感

情が芽生えたら、幸せな就職ができたといってよいでしょ

う。家庭と仕事の両立を図るワークライフバランスを積極

的に推進している企業、社会貢献活動をアピールしている

企業にも注目してください。厚生労働省「若者応援企業」

のＷＥＢサイトにある約600社の「事業所ＰＲシート」も企

業の中身が確認できるのでお勧めです。まずはみなさんが

社会人として仕事を楽しみ、熱くなれることを基準に労働

条件を比べてみてはいかがでしょう。（ＪＳ 小黒義和）

Ｑ「どんな仕事や会社を選べばよいのか分からず悩んでいます」

大
阪
新
卒
・
わ
か
ハ
ロ
・
外
国
人
セ
ン
タ
ー
面
接
会

623
人
参
加
、
盛
況
に

12
月
１
日
の
大
阪
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
拡
大
Ｒ
Ｍ
Ｂ
に
は
、

大
勢
の
女
子
学
生
が
訪
れ
た
。
プ
ー

ル
学
院
大
生
は
「
ア
ル
バ
イ
ト
で

人
と
接
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
た
」
と
営
業
職
の
説
明
会
に
。

企
業
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

近
畿
大
生
は
「
職
場
の
雰
囲
気
と

人
間
関
係
を
重
視
し
た
い
」
と
話

し
、
求
人
票
や
参
加
企
業
Ｐ
Ｒ
シ
ー

ト
に
目
を
走
ら
せ
て
い
た
。

11
日
の
大
阪
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
「
わ
か
ハ
ロ
就
職
面
接

会
」
に
は
３
１
６
人
が
参
加
＝
写

真
＝
。
面
接
の
順
番
を
待
つ
フ
ロ

ア
で
は
、
用
意
し
た
イ
ス
で
は
足

り
ず
、
急
き
ょ
４
人
掛
け
の
長
イ

ス
や
職
員
用
の
イ
ス
も
用
意
さ
れ
、

開
始
時
間
を
30
分
早
め
て
始
ま
っ

た
。
面
接
会
で
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー

や
病
院
で
の
事
務
職
な
ど
が
人
気

だ
っ
た
。
中
に
は
面
接
希
望
者
が

60
人
を
超
え
る
企
業
も
あ
っ
た
。

12
日
に
は
「
外
国
人
留
学
生
＆

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の
面
接
会
が

あ
り
、
留
学
生
ら
１
６
0
人
が
参

加
し
た
＝
写
真
上
。
事
業
内
容
に

つ
い
て
熱
心
に
質
問
す
る
姿
や
、

面
接
の
順
番
待
ち
に
長
い
列
も
。

大
阪
新
卒
応
援
Ｈ
Ｗ
な
ど
阪
急

グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
内
３
施
設
で
12
月

に
開
か
れ
た
面
接
会
に
は
計
６
２

３
人
の
就
活
生
が
訪
れ
た
。

■
大
学
生
就
職
内
定
率
、
68
・

４
％

厚
生
労
働
と
文
部
科
学
両

省
に
よ
る
と
、
平
成
27
年
3
月
に

卒
業
す
る
大
学
生
の
就
職
内
定
率

（
平
成
26
年
10
月
１
日
現
在
）
は

68
・
４
％
と
前
年
同
期
比
で
４
・

１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
4
年
連
続
上

昇
し
た
。
男
女
別
で
は
男
子
が
67
・

６
％
、
女
子
が
69
・
４
％
と
男
子

を
上
回
っ
た
。
文
系
は
67
・
３
％
、

理
系
は
73
・
５
％
だ
っ
た
。
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今
号
で
は
、
女
性
の
活
躍
促
進
を
考
え
て
い
る
企

業
や
活
躍
し
て
い
る
方
を
取
材
し
取
り
上
げ
ま
し
た
。

企
業
は
な
ぜ
女
性
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
の
か
や

す
で
に
活
躍
し
て
い
る
女
性
の
姿
を
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
最
近
取
り
上
げ
て

い
な
か
っ
た
「
就
活
・
お
悩
み
相
談
」
コ
ー
ナ
ー
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
就
活
が
長
期
化
し
て
い
る
方
、

企
業
選
定
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
は
必
見
で
す
。

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ミスマッチの回避を 新卒採用をめぐる課題に学生

と応募企業の「ミスマッチ」があります。いわゆる「七

五三現象」という離職率を示した統計です。これは新卒

学生が入社後何年以内に退職するかを割合で示したもの

で「中卒が７割、高卒５割、大卒では３割の新入社員が

３年以内に会社を辞めてしまう」と報告されています。

「社風になじめない」「人間関係に悩んだ」「仕事が

不向きだった」―が主な退職理由ですが、これらのケー

スを見ると、仕事や自己に対する就活生自身の理解不足

が根底にあるように思えてなりません。

特に近年、インターネットによる応募が主流となり、

就活サイトでの大量応募、大量選考は就活の効率化を飛

躍的に高めた、ともいわれています。その一方、企業研

究は中途半端なまま、有名企業に手当り次第応募する学

生の姿も見られます。

大阪新卒応援ハローワークの相談窓口でも周りの学生

に比べ応募件数が少ないことに焦りを感じ、企業研究も

しないまま、知名度などから手当り次第に応募。その結

果、選考に残れない現実に徒労感ばかりが残り、次第に

気力も薄れ「自分は必要とされていないのではないか」

と自信を喪失してしまうケースが見受けられます。

仕事への十分な理解と自己分析なく「数撃てば当たる」

という姿勢では、成功は、おぼつかないでしょう。

就活・お悩み相談

女性の活躍、感じて

自分の適職、企業を探そう では具体的にどう探せ

ばいいのか。そのヒントはＨＷの「求人票」にあります。

みなさんが求人票に記載の労働条件で譲れない点は何です

か。

職種、仕事内容、休日数、残業時間、勤務地、転勤の有

無を見る方は多いでしょう。ライフスタイルと密接に関わ

る大切な要素です。加えて充実感を持ち仕事を続けるうえ

で注目して欲しいキーワードがあります。それが「職場環

境」です。言いかえれば「居心地の良さ」です。ではその

ものさしは何か。「離職率の低さ」「勤続年数の長さ」で

測れる企業価値です。

朝起きて仕事に向かうエネルギーが湧く会社に出会えれ

ば、充実した仕事が見つけられたといえます。仲間が待っ

ている。上司に評価されたい。自分の活躍で会社に貢献し

たいという帰属意識。仕事へ向かうことにワクワクする感

情が芽生えたら、幸せな就職ができたといってよいでしょ

う。家庭と仕事の両立を図るワークライフバランスを積極

的に推進している企業、社会貢献活動をアピールしている

企業にも注目してください。厚生労働省「若者応援企業」

のＷＥＢサイトにある約600社の「事業所ＰＲシート」も企

業の中身が確認できるのでお勧めです。まずはみなさんが

社会人として仕事を楽しみ、熱くなれることを基準に労働

条件を比べてみてはいかがでしょう。（ＪＳ 小黒義和）

Ｑ「どんな仕事や会社を選べばよいのか分からず悩んでいます」

大
阪
新
卒
・
わ
か
ハ
ロ
・
外
国
人
セ
ン
タ
ー
面
接
会

623
人
参
加
、
盛
況
に



◆
就
活
を
始
め
た
の
は
い
つ
か
。

大
学
院
時
代
だ
か
ら
１
年
８
ヵ

月
前
。
当
時
は
マ
ス
コ
ミ
志
望
だ
っ

た
。
本
が
好
き
で
書
く
仕
事
が
し

た
か
っ
た
。
出
版
社
や
広
告
代
理

店
な
ど
15
社
を
受
け
た
が
全
滅
。

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
大
手
ば
か
り
を

狙
い
、
視
野
も
狭
か
っ
た
。

◆
修
士
論
文
は
村
上
春
樹
と
米

国
の
作
家
、
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
と
の
関
係
性
に
つ

い
て
と
か
。

村
上
春
樹
に
つ
い
て
は
、
大
学

の
図
書
館
で
短
編
集
を
読
み
興
味

を
持
っ
た
。
「
風
の
歌
を
聴
け
」

が
最
初
だ
っ
た
。
彼
の
文
章
は
読

ん
で
い
る
時
は
ピ
ン
と
こ
な
い
が
、

後
で
考
え
て
み
る
と
「
あ
あ
、
こ

う
い
う
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
ん

だ
」
と
思
わ
せ
る
。
テ
ー
マ
設
定

や
文
体
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
点

を
論
文
に
し
た
い
と
考
え
た
。
だ

が
、
現
代
文
学
は
資
料
が
少
な
く

収
集
も
大
変
。
論
文
は
読
解
や
謎

解
き
も
の
が
多
く
直
接
、
ど
ん
な

影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
村
上

自
身
も
語
っ
て
い
な
い
。
指
導
教

授
か
ら
「
米
英
の
作
家
と
の
比
較

研
究
に
す
れ
ば
」
と
ヒ
ン
ト
を
も

ら
い
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の

「
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
」
と
、

「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
」
の
２

作
品
か
ら
共
通
表
現
を
洗
い
出
し

文
脈
で
の
意
味
や
、
な
ぜ
そ
ん
な

表
現
を
し
た
の
か
―
を
考
察
し
た
。

◆
念
願
の
修
士
号
は
得
た
が
、

仕
事
は
決
ま
ら
な
か
っ
た
。

大
学
時
代
の
友
人
は
す
で
に
社

会
に
出
て
活
躍
し
て
い
る
。
一
方

大
学
院
を
出
た
と
は
い
え
、
自
分

は
無
職
。
ど
う
や
っ
て
仕
事
を
探

せ
ば
い
い
の
か
、
そ
れ
す
ら
も
分

か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
は
自

分
の
居
場
所
が
分
か
ら
ず
「
仕
事

を
し
て
い
な
い
自
分
」
と
い
う
現

実
に
日
々
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う

に
な
っ
て
い
た
。

◆
そ
ん
な
時
、
大
阪
新
卒
応
援

Ｈ
Ｗ
を
知
る
。

姉
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
。
大
阪
で

働
き
た
い
と
思
い
、
梅
田
周
辺
の

Ｈ
Ｗ
を
調
べ
た
。
登
録
後
、
Ｐ
Ｃ

を
使
い
求
人
を
探
し
た
が
、
求
人

票
か
ら
得
ら
れ
る
企
業
情
報
も
限

ら
れ
、
閉
塞
感
と
寂
し
さ
を
感
じ

た
。
あ
ー
、
こ
れ
は
自
分
一
人
で

や
る
も
の
で
は
な
い
な
、
と
。
む

し
ろ
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
、

既
卒
者
の
就
活
は
ど
う
進
め
れ
ば

い
い
か
、
Ｊ
Ｓ
（
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

タ
ー
）
の
話
を
聞
い
た
方
が
効
率

よ
く
進
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
よ
う
や
く
気
づ
い
た
。

◆
そ
し
て
再
び
、
就
活
の
エ
ン

ジ
ン
が
か
か
る
。

中
小
だ
が
出
版
社
で
編
集
の
仕

事
が
あ
る
と
知
っ
た
。
自
己
Ｐ
Ｒ

は
ア
パ
レ
ル
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
経

験
を
伝
え
た
。
仕
事
は
華
や
か
な

売
り
子
で
は
な
く
、
倉
庫
整
理
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
か
ら
ひ
た
す
ら
商
品

を
取
り
出
し
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け
た

り
、
在
庫
整
理
を
し
た
り
。
閉
ざ

さ
れ
た
空
間
で
単
調
な
作
業
。
ア

ル
バ
イ
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
日
々

改
善
と
反
省
が
求
め
ら
れ
る
。
仲

間
の
多
く
が
去
っ
て
い
く
中
、
私

は
単
調
で
人
が
嫌
が
る
仕
事
も
、

続
け
る
こ
と
で
や
り
が
い
に
変
わ

る
も
の
だ
、
と
知
っ
た
。
き
つ
い

２
年
間
だ
っ
た
が
、
仕
事
の
意
味

を
知
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
。

◆
セ
ミ
ナ
ー
や
模
擬
面
接
も
積

極
的
に
利
用
し
た
よ
う
だ
が
。

添
削
で
は
、
一
つ
の
言
葉
、
フ

レ
ー
ズ
を
何
度
も
書
い
て
は
直
さ

れ
た
。
「
実
践
面
接
力
ア
ッ
プ
」

で
は
、
入
退
室
で
の
印
象
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
。
ビ
デ
オ
で
見
た

自
分
の
歩
き
方
は
な
ん
と
も
頼
り

な
い
。
本
番
は
き
び
き
び
動
く
こ

と
を
、
本
気
で
意
識
し
た
。
こ
の

講
座
を
受
け
な
け
れ
ば
多
分
、
間

違
っ
た
自
己
流
の
所
作
を
今
も
続

け
て
い
た
だ
ろ
う
。
「
個
別
模
擬

面
接
」
で
は
、
志
望
動
機
が
回
り

く
ど
い
と
指
摘
さ
れ
、
本
番
で
は

「
簡
潔
さ
」
を
心
掛
け
た
。

◆
最
終
面
接
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

社
長
と
一
対
一
。
す
で
に
３
回
、

自
腹
で
上
京
し
て
お
り
「
こ
こ
ま

で
き
た
ら
採
用
さ
れ
る
し
か
な
い
」

と
度
胸
を
据
え
る
。
自
営
業
の
父

が
企
業
の
広
報
紙
で
紹
介
さ
れ
、

そ
の
記
事
を
読
ん
だ
。
息
子
と
し

て
心
が
熱
く
な
っ
た
話
と
、
家
族

に
仕
事
を
伝
え
る
広
報
の
仕
事
の

尊
さ
を
話
し
た
。
社
長
か
ら
「
よ

ろ
し
く
」
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

一
気
に
肩
の
力
が
抜
け
た
。

◆
２
年
近
い
就
活
も
終
わ
っ
た
。

好
き
だ
っ
た
英
語
と
文
学
。
そ

の
経
験
が
仕
事
で
生
か
せ
る
。
諦

め
な
い
で
よ
か
っ
た
。
就
職
が
決

ま
ら
ず
心
さ
す
ら
う
日
々
。
自
分

の
立
ち
位
置
を
見
失
い
か
け
た
時

も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
Ｊ
Ｓ
の
支

援
が
励
み
に
な
っ
た
。
院
は
出
た

が
無
職
、
と
い
う
重
い
現
実
に
し
っ

か
り
と
向
き
合
え
た
こ
と
で
、
自

分
の
生
き
る
軸
が
、
生
ま
れ
た
。
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院修了・無職のハルキスト、諦めず英文記者に

関西外国語大学大学院
外国語学研究科前期修士課程修了

既卒男性

修士論文の草稿と就活ノート

英語と文学が好きで大学院に進学。村上春樹をテーマにした論文で修士号を取得

するも就職はできなかった。「仕事のない自分の居場所はどこに？」。失意の中、

24歳・大学院修士課程修了・無職のハルキスト（村上春樹ファンの呼称）がたどり

着いたのが大阪新卒応援ハローワーク（ＨＷ）だった。書く仕事を最後まで諦めず、

自分の生きる軸を見つけた軌跡を振り返る。
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英
語
と
文
学
、
自
分
の
軸
を
仕
事
に

◆
就
活
を
始
め
た
の
は
い
つ
か
。

大
学
院
時
代
だ
か
ら
１
年
８
ヵ

月
前
。
当
時
は
マ
ス
コ
ミ
志
望
だ
っ

た
。
本
が
好
き
で
書
く
仕
事
が
し

た
か
っ
た
。
出
版
社
や
広
告
代
理

店
な
ど
15
社
を
受
け
た
が
全
滅
。

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
大
手
ば
か
り
を

狙
い
、
視
野
も
狭
か
っ
た
。

◆
修
士
論
文
は
村
上
春
樹
と
米

国
の
作
家
、
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
と
の
関
係
性
に
つ

い
て
と
か
。

村
上
春
樹
に
つ
い
て
は
、
大
学

の
図
書
館
で
短
編
集
を
読
み
興
味

を
持
っ
た
。
「
風
の
歌
を
聴
け
」

が
最
初
だ
っ
た
。
彼
の
文
章
は
読

ん
で
い
る
時
は
ピ
ン
と
こ
な
い
が
、

後
で
考
え
て
み
る
と
「
あ
あ
、
こ

う
い
う
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
ん

だ
」
と
思
わ
せ
る
。
テ
ー
マ
設
定

や
文
体
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
点

を
論
文
に
し
た
い
と
考
え
た
。
だ

が
、
現
代
文
学
は
資
料
が
少
な
く

収
集
も
大
変
。
論
文
は
読
解
や
謎

解
き
も
の
が
多
く
直
接
、
ど
ん
な

影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
村
上

自
身
も
語
っ
て
い
な
い
。
指
導
教

授
か
ら
「
米
英
の
作
家
と
の
比
較

研
究
に
す
れ
ば
」
と
ヒ
ン
ト
を
も

ら
い
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の

「
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
」
と
、

「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
」
の
２

作
品
か
ら
共
通
表
現
を
洗
い
出
し

文
脈
で
の
意
味
や
、
な
ぜ
そ
ん
な

表
現
を
し
た
の
か
―
を
考
察
し
た
。

◆
念
願
の
修
士
号
は
得
た
が
、

仕
事
は
決
ま
ら
な
か
っ
た
。

大
学
時
代
の
友
人
は
す
で
に
社

会
に
出
て
活
躍
し
て
い
る
。
一
方

大
学
院
を
出
た
と
は
い
え
、
自
分

は
無
職
。
ど
う
や
っ
て
仕
事
を
探

せ
ば
い
い
の
か
、
そ
れ
す
ら
も
分

か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
は
自

分
の
居
場
所
が
分
か
ら
ず
「
仕
事

を
し
て
い
な
い
自
分
」
と
い
う
現

実
に
日
々
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う

に
な
っ
て
い
た
。

◆
そ
ん
な
時
、
大
阪
新
卒
応
援

Ｈ
Ｗ
を
知
る
。

姉
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
。
大
阪
で

働
き
た
い
と
思
い
、
梅
田
周
辺
の

Ｈ
Ｗ
を
調
べ
た
。
登
録
後
、
Ｐ
Ｃ

を
使
い
求
人
を
探
し
た
が
、
求
人

票
か
ら
得
ら
れ
る
企
業
情
報
も
限

ら
れ
、
閉
塞
感
と
寂
し
さ
を
感
じ

た
。
あ
ー
、
こ
れ
は
自
分
一
人
で

や
る
も
の
で
は
な
い
な
、
と
。
む

し
ろ
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
、

既
卒
者
の
就
活
は
ど
う
進
め
れ
ば

い
い
か
、
Ｊ
Ｓ
（
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

タ
ー
）
の
話
を
聞
い
た
方
が
効
率

よ
く
進
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
よ
う
や
く
気
づ
い
た
。

◆
そ
し
て
再
び
、
就
活
の
エ
ン

ジ
ン
が
か
か
る
。

中
小
だ
が
出
版
社
で
編
集
の
仕

事
が
あ
る
と
知
っ
た
。
自
己
Ｐ
Ｒ

は
ア
パ
レ
ル
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
経

験
を
伝
え
た
。
仕
事
は
華
や
か
な

売
り
子
で
は
な
く
、
倉
庫
整
理
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
か
ら
ひ
た
す
ら
商
品

を
取
り
出
し
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け
た

り
、
在
庫
整
理
を
し
た
り
。
閉
ざ

さ
れ
た
空
間
で
単
調
な
作
業
。
ア

ル
バ
イ
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
日
々

改
善
と
反
省
が
求
め
ら
れ
る
。
仲

間
の
多
く
が
去
っ
て
い
く
中
、
私

は
単
調
で
人
が
嫌
が
る
仕
事
も
、

続
け
る
こ
と
で
や
り
が
い
に
変
わ

る
も
の
だ
、
と
知
っ
た
。
き
つ
い

２
年
間
だ
っ
た
が
、
仕
事
の
意
味

を
知
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
。

◆
セ
ミ
ナ
ー
や
模
擬
面
接
も
積

極
的
に
利
用
し
た
よ
う
だ
が
。

添
削
で
は
、
一
つ
の
言
葉
、
フ

レ
ー
ズ
を
何
度
も
書
い
て
は
直
さ

れ
た
。
「
実
践
面
接
力
ア
ッ
プ
」

で
は
、
入
退
室
で
の
印
象
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
。
ビ
デ
オ
で
見
た

自
分
の
歩
き
方
は
な
ん
と
も
頼
り

な
い
。
本
番
は
き
び
き
び
動
く
こ

と
を
、
本
気
で
意
識
し
た
。
こ
の

講
座
を
受
け
な
け
れ
ば
多
分
、
間

違
っ
た
自
己
流
の
所
作
を
今
も
続

け
て
い
た
だ
ろ
う
。
「
個
別
模
擬

面
接
」
で
は
、
志
望
動
機
が
回
り

く
ど
い
と
指
摘
さ
れ
、
本
番
で
は

「
簡
潔
さ
」
を
心
掛
け
た
。

◆
最
終
面
接
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

社
長
と
一
対
一
。
す
で
に
３
回
、

自
腹
で
上
京
し
て
お
り
「
こ
こ
ま

で
き
た
ら
採
用
さ
れ
る
し
か
な
い
」

と
度
胸
を
据
え
る
。
自
営
業
の
父

が
企
業
の
広
報
紙
で
紹
介
さ
れ
、

そ
の
記
事
を
読
ん
だ
。
息
子
と
し

て
心
が
熱
く
な
っ
た
話
と
、
家
族

に
仕
事
を
伝
え
る
広
報
の
仕
事
の

尊
さ
を
話
し
た
。
社
長
か
ら
「
よ

ろ
し
く
」
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

一
気
に
肩
の
力
が
抜
け
た
。

◆
２
年
近
い
就
活
も
終
わ
っ
た
。

好
き
だ
っ
た
英
語
と
文
学
。
そ

の
経
験
が
仕
事
で
生
か
せ
る
。
諦

め
な
い
で
よ
か
っ
た
。
就
職
が
決

ま
ら
ず
心
さ
す
ら
う
日
々
。
自
分

の
立
ち
位
置
を
見
失
い
か
け
た
時

も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
Ｊ
Ｓ
の
支

援
が
励
み
に
な
っ
た
。
院
は
出
た

が
無
職
、
と
い
う
重
い
現
実
に
し
っ

か
り
と
向
き
合
え
た
こ
と
で
、
自

分
の
生
き
る
軸
が
、
生
ま
れ
た
。
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